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C O N T E N T S
「
お
言
葉
で
す
か
ら
、

  

網
を
降
ろ
し
て
み
ま
し
ょ
う
」

人
間
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
︒

﹁
謙
虚
に
祈
り
︑
か
つ
働
く
﹂
姿
勢
が
︑

聖
霊
に
よ
る
大
漁
を
も
た
ら
し
ま
し
た
︒

こ
れ
は
︑
漁
好
き
の
私
が
26
歳
で
司
祭
に
な
っ
た
と
き

選
ん
だ
決
意
の
聖
句
で
す
︒

こ
の
た
び
︑
62
歳
で
司
教
任
命
を
受
け
た
と
き
に
も
︑

﹁
お
言
葉
で
す
か
ら
︑
網
を
降
ろ
し
て
み
ま
し
ょ
う
﹂
と

祈
り
の
う
ち
に
拝
受
い
た
し
ま
し
た
︒

大
切
な
の
は
謙
虚
さ
だ
と
︑
い
つ
も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
︑

こ
の
聖
句
を
祈
り
の
う
ち
に
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

SOWER   No. 39  2012

前
田
万
葉

ま
え
だ
　
ま
ん
よ
う

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
教
区
司
教

表紙の言葉
今回の表紙は南山大学名古屋キャ
ンパスと神言神学院です。建築家ア
ントニン・レーモンドの構想により
建築されたキャンパスや神言神学
院は、その独特のデザインに思わず
目をみはります。壁面のレリーフ
は、レーモンドが目指した「自然と
の調和」。その思いがこめられてい
るのですね。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　
　
頭
　
　
聖
　
　
句 

（
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
5
章
5
節
）

Bible Verse & Essay by Man-you Maeda The World of the Bible “Antioch in Pisidia” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　

小
ア
ジ
ア
内
陸
部
の
ピ
シ
デ
ィ
ア
地
方
に
ア

ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
町
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ウ
グ

ス
ト
ゥ
ス
皇
帝
に
よ
り
ロ
ー
マ
の
植
民
都
市
と

さ
れ
、
ガ
ラ
テ
ヤ
州
南
部
の
文
化
、
行
政
の
中

心
地
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
廃
墟
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
時
代
ま
で
繁
栄
し

て
お
り
、
教
会
の
遺
跡
も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
神
殿
の
階
段
を
下
る

と
、
議
会
や
野
外
劇
場
、
公
会
堂
、
体
育
場
、

ロ
ー
マ
風
呂
な
ど
の
公
共
施
設
が
見
ら
れ
ま
す
。

北
の
山
奥
か
ら
水
を
引
く
水
道
橋
が
、
二
〇
〇
〇

年
の
風
雪
に
耐
え
て
立
つ
姿
が
印
象
的
で
す
。

　

当
時
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
交
易
商
人
も
多
く
、
パ

ウ
ロ
と
バ
ル
ナ
バ
は
こ
の
地
の
ユ
ダ
ヤ
教
会
堂

で
安
息
日
ご
と
に
福
音
を
説
き
ま
す
。「
町
中
の

人
が
主
の
言
葉
を
聞
こ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
来

た
」（
使
徒
一
三・
四
四
）
と
あ
り
ま
す
が
、
ね
た

む
ユ
ダ
ヤ
人
も
出
て
き
て
、
二
人
は
町
を
追
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
が
異
邦
人
伝
道
に
転
ず
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
す
が
、
当
分
は
ユ
ダ
ヤ
教
会
堂

を
中
心
に
し
た
伝
道
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
「
神
を
敬
う
人
」
と
呼
ば
れ
る
異
邦
人
も
会

堂
に
多
く
集
ま
っ
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
。

　

背
景
に
見
え
る
水
道
橋
の
先
に
は
、
果
樹
園

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
農
作
業
を
終
え
た
家
族

が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、
遺
跡
に
隣
接
す
る
ヤ
ル

ヴ
ァ
ッ
チ
の
町
へ
と
家
路
を
急
ぎ
ま
す
。

新聖
書
の

世
界 38

写
真
／
文  

横
山
匡

ピ
シ
デ
ィ
ア
の

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
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特集

英語聖書の歴史
――ＫＪＶから今日まで
本多峰子　編集部

聖書セミナー⓱　樋口　進
原初史における人間理解とエコロジーの問題

人物と聖書�　鈴木範久
音吉と聖書

Bible Guide
マンガ聖書 iPhoneアプリ
毎日の生活の中で聖書をより身近に
[他社ソフトでの新共同訳使用状況]

JBS情報
新翻訳ニュース
イベントのご案内
1. 2012年春の聖書セミナー
2. 聖書と音楽の出会い　

日本聖書協会 後援会にご入会ください！

聖書図書館蔵書シリーズ�
カヴァーデイル訳聖書
1535年
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解説

本多峰子 
ほんだ みねこ 
二松學舎大学国際政治経済学部教授

日本聖書協会は、全国の教派・教会の皆様の祈りとご支
援により、「新共同訳」の次の時代を担う新しい日本語聖
書翻訳を進めています。この機会に、日本でも馴染み深
い英語聖書のおもなものの成立、特徴、各訳のつながり
について鳥瞰できるよう、特集いたしました。 ──編集部

特集

　

一
六
世
紀
ま
で
英
国
人
は
、
自
国
語
に
訳
さ
れ
た
聖

書
を
持
た
な
か
っ
た
。
一
三
八
〇
年
頃
に
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ

ク
リ
フ
と
そ
の
友
人
が
、
ラ
テ
ン
語
か
ら
訳
し
た
最
初

の
英
語
聖
書
を
出
版
し
た
が
、
教
会
は
聖
書
の
自
国
語

へ
の
翻
訳
を
禁
じ
て
こ
の
聖
書
は
禁
書
と
な
り
、
一
般

に
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
一
五
二
五
年
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ィ
ン
ダ
ル
が
、
自

国
語
の
聖
書
に
よ
っ
て
一
般
の
人
々
に
布
教
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
新
約
の
英
訳
を
完
成
し
発
行
す
る
が
、
こ
れ

も
禁
書
と
な
り
、
テ
ィ
ン
ダ
ル
は
旧
約
の
訳
が
完
成
す

る
前
に
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
テ
ィ
ン
ダ
ル
訳
に

欠
け
た
部
分
を
マ
イ
ル
ス
・
カ
ヴ
ァ
ー
デ
イ
ル
が
ラ
テ
ン

語
と
ド
イ
ツ
語
か
ら
訳
し
て
完
成
さ
せ
た
カ
ヴ
ァ
ー
デ

イ
ル
聖
書
（
一
五
三
五
年
）
が
最
初
の
近
代
英
語
訳
で
も

あ
り
、
こ
れ
は
ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
公

式
に
認
可
さ
れ
た
最
初
の
英
訳
聖
書
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
印
刷
術
の
発
達
な
ど
か
ら
英
訳
聖
書
が
流

布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
既
存
の
諸
訳
の
問
題
点
も

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
正
し
い
定
訳
が
求
め
ら
れ

る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語

の
原
典
か
ら
新
た
に
訳
出
さ
れ
た
の
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
王

欽
定
訳
で
あ
る
。

　

A
uthorized K

ing Jam
es V

ersion

（
Ｋ
Ｊ
Ｖ
、

英語聖書の歴史
KJVから今日まで

英
語
訳
聖
書
の
始
ま
り

ジェームズ王欽定訳

（左から）TEV・挿絵入り、
NRSV・アポクリファつき、
CEV・子供向き挿絵入り

ジ
ェ
ー
ム
ズ
王
欽
定
訳

　家庭を開放した「家の教会」という言
葉はよく耳にしますが、今回は「水の上
の教会」と「木の下の教会」についてご
紹介したいと思います。
　昨年8月、カンボジアの聖書協会事務所
を訪れて、現地の聖書頒布に携わる機会
が与えられました。カンボジアは、タイ
の洪水で話題になったように、毎年、雨
季には川が氾濫するため、船の上で暮ら
す集落が散在しています。人々は交通手
段として小船を使って往来し、礼拝も「水
の上の教会」で守られていました。私も
早速、車からボートに乗り換えて、「水の
上の教会」を訪れましたが、子供、大人
合わせて100名近くが集まっていました。
その人々にとっては、聖書は夢のように
立派な本です。大事に受け取り、賛美歌
を歌い、メッセージに聴き入っていまし
た。日本聖書協会はカンボジアに200万円
の支援をすることにしました。
　10月にはタンザニアの聖書協会を訪問
し、今度は「木の下の教会」で聖書協会

の働きを紹介する機会が与えられました。
赤い布をまとったマサイ族がどこからと
もなく木の下に集まってきて、賛美を始
めました。屋根も囲いもありません。野
原の木の下が「教会」なのです。まず聖

書の物語が語られ、質問形式で集会が行
われました。子供たちの無邪気な声と無
垢な笑い顔は、将来、多くのクリスチャ
ンがこのマサイ族からも起こされるとい
う希望を与えるものでした。日本聖書協
会はタンザニアに400万円の支援をする
ことにしました。
　カンボジアでもタンザニアでも、皆様
の献金が何倍もの価値となって用いられ
ております。

「水の上の教会・
木の下の教会」

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信
　　         わたべ   まこと

　ソア39号をお送りできることを感謝します。今号では、日本でも
多くの人に読まれている英語聖書の翻訳の歴史を特集しました。
　聖書は原典から多くの国語に翻訳されていますが、それは2000年
のキリスト教の歴史から見れば最近のことで、ティンダルの英語訳
やルターのドイツ語訳など、プロテスタント教派の出現によります。
母国語で聖書が読めるということは、すべての国のすべての人が自
由にみ言葉から学び、キリストを信じる新たな時代が到来したこと
を意味します。これは輝かしい出来事であり、近代文明がそこから
起こったと言っても過言ではありません。そして、同じ国語でも、
時代とともに変遷を重ねていくため、その時代の人々が翻訳をする
ことで、2000年前に書かれた聖書がより鮮明に理解されるのです。
　日本聖書協会もその時代の使命を担いつつ文語訳、口語訳、新共
同訳と翻訳してきました。原語と国語に通じた人々の手で正確に訳
されることは当然ですが、多くの教派、教会から派遣された人々に
よる「委員会訳」こそ、教会で用いられるのに最もふさわしいと考
えられます。そのためには時間と多くの協力者が必要とされます。
　日本でも新しい委員会訳での翻訳作業が進められている今、私た
ちにも馴染み深いさまざまな英語聖書がどのような歴史を辿ってき
たか、どうぞお読みください。

ソア39号発行によせて

カンボジアの水上村 マサイ族の教会で

BS News
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ティンダル訳新約聖書

NKJV

特集

も
よ
く
味
わ
え
る
と
定
評
が
あ
る
。
こ
の
聖
書
は
、

二
〇
世
紀
後
半
に
多
数
の
人
々
が
現
代
訳
を
用
い
る
よ

う
に
な
る
ま
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
英
訳
聖
書
の
中
で
最
も

よ
く
使
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
そ
れ
で
も
、
一
九
世
紀
末
に
は
新
た
な
訳
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇

世
紀
に
は
、
か
つ
て
な
い
数
の
新
訳
や
改
訂
が
な
さ
れ
、

二
一
世
紀
に
至
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
訳
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
し

て
、
ひ
と
つ
に
は
、
近
代
の
聖
書
学
の
発
達
か
ら
、

一
七
世
紀
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
誤
訳
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
多
く
の
単
語
の
意
味
が

現
代
ま
で
に
変
化
し
て
お
り
、
書
か
れ
た
時
点
で
の
正

確
な
意
味
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
詩
編
七
九
編
八
節
、「let thy tender 

m
ercies speedily prevent us

（
御
憐
れ
み
を
速
や
か
に

差
し
向
け
て
く
だ
さ
い
）」
のprevent

はprae

（
前
に
）

+venire

（
来
る
）
を
語
源
と
し
、
一
七
世
紀
に
は
「
先

立
っ
て
行
く
、
会
い
に
来
る
」
な
ど
の
意
味
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
世
紀
に
は
「
妨
げ
る
」
の
意
味
に
変
わ
っ
て

い
る
た
め
、
欽
定
訳
の
ま
ま
だ
と
、「
御
憐
れ
み
で
速
や

か
に
我
々
を
妨
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
意
味
に
と
ら
れ

て
し
ま
い
か
ね
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
欽
定
訳
の
古
風
な
美
し
さ
自
体
が
、
イ
エ
ス

ジ
ェ
ー
ム
ズ
王
欽
定
訳
）
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ジ
ェ
ー
ム

ズ
一
世
の
命
に
よ
り
、
礼
拝
で
用
い
ら
れ
る
標
準
聖
書

と
し
て
訳
出
さ
れ
、
一
六
一
一
年
に
完
成
し
た
。
通
常

は
た
だA

uthorized V
ersion

（
欽
定
訳
）、
あ
る
い
は

K
ing Jam

es V
ersion

（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
王
訳
）
と
呼
ば
れ
る
。

　

こ
の
聖
書
は
基
本
的
に
は
逐
語
訳
で
な
っ
て
い
る
が
、

意
味
を
通
じ
さ
せ
る
た
め
に
補
っ
た
語
も
あ
り
、
そ
こ

は
斜
体
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
古
い
教
会
用
語
を
保
持

し
、
固
有
名
詞
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
発
音

通
り
訳
し
な
お
す
よ
り
は
、
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
に
で
き
る
限
り
近
く
し
て
あ
る
。
訳
に
当
た
っ

て
は
、
新
約
中
の
語
の
お
よ
そ
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が

テ
ィ
ン
ダ
ル
訳
か
ら
来
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ィ

ン
ダ
ル
の
訳
業
が
こ
の
聖
書
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
時
代
の
英
国
で
な
さ
れ
た
こ
の
訳

の
文
体
は
、
美
し
く
格
調
が
高
く
、
英
文
学
史
上
最
高

の
散
文
や
詩
を
含
む
た
め
に
、
現
代
に
至
っ
て
も
ま
だ
、

文
学
、
こ
と
わ
ざ
な
ど
、
英
語
圏
の
文
化
の
中
に
広
く

影
響
を
保
っ
て
い
る
。
特
に
そ
の
言
語
の
豊
か
さ
と
英

詩
の
力
強
さ
と
い
っ
た
魅
力
は
、
朗
読
す
る
と
き
に
最

時
代
の
聖
書
の
意
図
と
は
異
な
る
と
考
え
る
人
々
も
い

た
。
新
約
聖
書
は
、
古
典
的
な
美
し
さ
を
意
図
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
理
解
し

や
す
い
一
般
的
な
言
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
翻

訳
聖
書
も
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
欽
定
訳
の
美
し
さ
を
愛
す
る
人
々
の
中
に

は
、
現
代
口
語
訳
の
必
要
を
認
め
な
い
声
も
あ
っ
た
が
、

聖
書
の
意
味
を
正
し
く
伝
え
る
訳
を
求
め
る
声
は
大
き

く
、
時
代
の
主
流
は
現
代
語
訳
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。

　

現
代
訳
に
は
、
伝
統
的
な
「
単
語
対
単
語
」
の
逐
語

訳
の
流
れ
と
と
も
に
、「
意
味
対
意
味
」
の
訳
を
す
る
動

的
等
価
訳
と
呼
ば
れ
る
翻
訳
法
に
よ
る
も
の
も
現
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
普
通
の
英
語
ら
し
い
慣
用
表
現
や
文

化
的
・
言
語
的
背
景
を
考
慮
し
て
、
内
容
的
に
等
価
の

言
葉
に
訳
す
や
り
方
で
あ
る
。

　

Revised V
ersion  

（
Ｒ
Ｖ
、
改
訂
訳
）
は
、
Ｋ
Ｊ
Ｖ
を

イ
ギ
リ
ス
で
大
幅
に
改
訂
し
て
、
一
八
八
五
年
に
完
成

し
た
も
の
で
あ
る
（
外
典
が
一
八
九
四
年
に
出
版
さ
れ
た
）。

そ
し
て
、
こ
の
改
訂
作
業
に
参
加
し
た
ア
メ
リ
カ
の
聖

書
学
者
に
よ
っ
て
一
九
〇
一
年
に
発
行
さ
れ
た
の
が

A
m

erican Standard V
ersion 

（
Ａ
Ｓ
Ｖ
、
ア
メ
リ
カ
標

準
訳
）
で
あ
る
。
こ
の
訳
は
、
Ｒ
Ｖ
編
集
に
お
い
て
ア
メ

リ
カ
の
学
者
の
意
見
が
十
分
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
認
識
と
、
ア
メ
リ
カ
で
Ｒ
Ｖ
の
不
正
確
な
海

る
敬
意
を
犠
牲
に
せ
ず
に
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
英
語

に
起
こ
っ
た
変
化
に
も
注
意
を
払
っ
て
あ
り
、「
で
き
る

限
り
字
義
通
り
に
、
必
要
な
限
り
自
由
に
」
と
の
方
針

で
な
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
に
も
ま
た
新
た
な

改
訂
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
はEnglish Standard 

V
ersion

（
Ｅ
Ｓ
Ｖ
、
標
準
英
語
訳
）
が
出
版
さ
れ
た
。

　

Ｋ
Ｊ
Ｖ
の
最
新
の
改
訂
版
と
し
て
、
Ｒ
Ｖ
か
ら
Ｅ
Ｓ

Ｖ
と
異
な
る
流
れ
の
訳
と
し
て
、
合
衆
国
で
一
九
八
二

年
に
出
版
さ
れ
たN

ew
 K

ing Jam
es V

ersion 

（
Ｎ
Ｋ
Ｊ
Ｖ
、
新
ジ
ェ
ー
ム
ズ
王
訳
）
が
あ
る
。R

evised 
A

uthorized V
ersion

（
改
訂
欽
定
訳
）
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
学
識
に
よ
る
釈
義
上
の

改
訂
で
は
な
く
、
一
七
世
紀
の
言
葉
が
古
く
な
っ
た
現

代
に
、
依
然
と
し
て
残
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
王
訳
の
愛
読
者

の
た
め
に
、
そ
の
言
葉
を
現
代
英
語
に
置
き
換
え
た
も

の
で
あ
る
。

　

N
ew

 International V
ersion

（
Ｎ
Ｉ
Ｖ
、
新
国
際
訳
）

は
、
福
音
系
の
教
会
の
幅
広
い
年
齢
層
向
け
に
米
国
で

一
九
七
八
年
に
出
版
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
に
最
新
版
が

発
行
さ
れ
た
。〈
国
際
〉
と
い
う
の
は
、
翻
訳
者
が
世
界

中
の
英
語
圏
か
ら
招
聘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
来
る
。
彼
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
福
音
派
で
あ
り
、
訳
は
保
守
的
で
あ
る

が
、
宗
派
的
に
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
典
の

賊
版
が
出
回
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
主
と
し
て
二
つ

の
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
、
こ
の
訳
が
最

初T
he Revised V

ersion, Standard A
m

erican 
Edition of the Bible

（
改
訂
訳
・
ア
メ
リ
カ
標
準
版
） 

と

し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｖ
で
は
、
お
も
な
翻
訳
で
は
お
そ
ら
く
初
め
て
、

教
会
の
声
よ
り
も
学
問
上
の
原
理
が
優
先
さ
れ
、
新
し

く
発
見
さ
れ
た
写
本
（
特
に
シ
ナ
イ
写
本
と
ヴ
ァ
チ
カ
ン
写

本
）
か
ら
得
ら
れ
た
新
し
い
知
識
も
入
れ
ら
れ
た
。
翻

訳
者
た
ち
の
原
典
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
も
一
七
世
紀

よ
り
増
し
、
新
約
旧
約
と
も
に
欽
定
訳
よ
り
格
段
に
正

確
に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
二
年
に
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
全
面
改
訂
と
し
て
、
英

語
で
の
当
代
最
高
の
学
識
に
基
づ
い
て
完
成
出
版
さ
れ

た
の
がRevised Standard V

ersion

（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
、
改
訂

標
準
訳
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｖ
や
Ａ
Ｓ
Ｖ
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や

ギ
リ
シ
ア
語
の
ひ
と
つ
の
単
語
に
常
に
同
じ
ひ
と
つ
の

英
語
を
当
て
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は

よ
り
流
動
的
な
逐
語
訳
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
約
四
〇
年
後
、
一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た

N
ew

 Revised Standard V
ersion

（
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
、
新
改

訂
標
準
訳
）
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｖ
の
全
面
改
訂
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
だ
け
で
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
や
正
教
会
が
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
に
翻
訳
に
参
加
し
て
完
成
さ
れ
た
。
過
去
五
〇
年

間
の
学
究
的
成
果
を
反
映
し
、
ま
た
差
別
の
な
い
言
葉

を
用
い
る
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
テ
キ
ス
ト

に
対
す
る
忠
実
さ
と
、
欽
定
訳
の
言
語
的
特
質
に
対
す

ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ム
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
に
忠
実
に
、

明
確
で
自
然
で
個
性
が
強
く
な
い
言
葉
遣
い
に
よ
り
、

現
代
的
で
あ
り
か
つ
一
時
的
な
も
の
で
は
な
い
訳
に
な

る
こ
と
を
方
針
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
原
語
か
ら
の
訳
と
し
て

は
、
一
九
六
六
年
のJerusalem

 Bible
（
Ｊ
Ｂ
、
エ
ル
サ

レ
ム
聖
書
）
が
あ
り
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
エ
ル
サ

レ
ム
聖
書
（
一
九
七
二
年
）
の
よ
り
新
し
い
学
問
的
知
識

を
参
照
し
て
全
面
改
訂
し
た
の
が
、
一
九
八
五
年
に
出

版
さ
れ
たN

ew
 Jerusalem

 Bible

（
Ｎ
Ｊ
Ｂ
、
新
エ
ル
サ

レ
ム
聖
書
）
で
あ
る
。
礼
拝
と
学
問
の
両
方
を
目
的
に
な

さ
れ
、
各
書
に
す
ぐ
れ
た
序
文
と
説
明
的
注
が
つ
い
て

い
る
。
差
別
語
を
排
除
し
、
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
（
言
い
換
え
）

に
な
る
の
を
避
け
て
い
る
。

　

N
ew

 E
nglish B

ible

（
Ｎ
Ｅ
Ｂ
、
新
英
語
聖
書
）
は
、

Ｋ
Ｊ
Ｖ
か
ら
改
訂
を
重
ね
て
き
た
聖
書
と
は
別
に
、
ヘ

ブ
ラ
イ
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
新
た
に
訳
さ
れ
、
旧
新

現
代
語
訳
の
始
ま
り

Revised Version

か
ら

English Standard Version

ま
で

N
ew
 K
ing Jam

es Version

そ
の
他
の
逐
語
訳

動
的
等
価
訳

 

│
│
Ｎ
Ｅ
Ｂ
、
Ｔ
Ｅ
Ｖ
、
Ｃ
Ｅ
Ｖ
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Ｔ
Ｅ
Ｖ
の
流
れ
に
従
い
つ
つ
、こ
こ
二
〇
年
間
の
英
語
の

変
化
を
ふ
ま
え
て
訳
さ
れ
て
い
る
の
がContem

porary 
English Version 

（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
、
現
代
英
語
訳
）
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
英
語
圏
の
小
学
生
や
英
語
を
第
二
原
語
と
す
る

人
々
な
ど
、
幅
広
い
層
の
た
め
の
英
訳
聖
書
で
、

一
九
九
五
年
に
全
訳
が
出
版
さ
れ
た
。
動
的
等
価
訳
で
、

原
典
に
忠
実
に
、
平
易
な
言
葉
を
用
い
て
訳
し
て
あ
る
。

一
般
の
現
代
英
語
に
沿
っ
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ギ
リ
シ

ア
語
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
は
取
り
去
り
、
経
験
を
積
ん
だ

読
み
手
が
つ
か
え
ず
に
朗
読
で
き
、
英
語
力
の
あ
ま
り

な
い
人
に
も
理
解
で
き
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
・
教
育

的
背
景
の
人
に
で
も
よ
く
味
わ
え
る
よ
う
に
留
意
し
て

あ
る
。
性
差
の
な
い
言
語
を
用
い
、
伝
統
的
な
神
学
的

言
語
や
聖
書
用
語
、た
と
え
ば
、「
贖
い
」「
贖
罪
」「
義
」

「
聖
別
」
な
ど
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

　

英
訳
聖
書
は
、
欽
定
訳
（
Ｋ
Ｊ
Ｖ
）
以
来
、
そ
の
時
代

ご
と
の
礼
拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
、
格
調
高
く
美

約
が
一
九
七
〇
年
に
完
成
し
た
。
教
派
や
教
義
上
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
訳
を
目
指
し
、
英
国
の
主
要
な
諸

教
派
か
ら
の
聖
書
学
者
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
。
文
学
的

有
識
者
の
助
言
も
入
れ
、
真
に
英
語
的
な
慣
用
表
現
を

用
い
、
古
風
な
言
葉
や
流
行
の
現
代
語
を
用
い
ず
、
時

代
を
超
え
て
通
用
す
る
英
語
で
あ
る
よ
う
に
意
図
さ
れ

た
。
朗
読
に
堪
え
る
気
品
を
持
ち
、
い
か
に
も
〈
神
聖

な
〉
連
想
よ
り
は
現
実
感
を
与
え
る
生
き
生
き
し
た
表

現
で
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

代
的
な
訳
を
求
め
る
若
い
人
た
ち
や
、
欽
定
訳
の
言
葉

を
古
典
語
の
よ
う
に
感
じ
て
な
じ
め
な
い
人
た
ち
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
訳
と
な
っ
て
い
る
。

　

T
oday

s̓ English V
ersion

（
Ｔ
Ｅ
Ｖ
）
は
、
米
国
聖

書
協
会
が
聖
書
協
会
世
界
連
盟
の
要
請
で
、
現
代
人
に

親
し
み
や
す
い
聖
書
翻
訳
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、

一
九
七
六
年
に
完
成
出
版
し
た
。
伝
統
的
用
語
に
と
ら

わ
れ
な
い
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、Gospel 

（
福

音
）
の
代
わ
り
にGood N

ew
s

を
用
い
て
い
る
。
新
し
い

動
的
等
価
訳
の
翻
訳
理
論
に
基
づ
き
、
翻
訳
者
は
、
原

語
と
同
じ
く
ら
い
読
者
の
言
葉
に
も
注
意
を
払
い
、
自

然
で
明
確
で
単
純
で
曖
昧
さ
の
な
い
言
葉
を
用
い
て
分

か
り
や
す
く
訳
出
し
て
あ
る
。
英
国
で
はGood N

ew
s 

Bible

（
Ｇ
Ｎ
Ｂ
）
と
し
て
出
版
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
も
第

二
版
（
一
九
九
二
年
）
はGood N

ew
s Bible

、
二
〇
〇
一

年
版
か
らGood N

ew
s T

ranslation

（
Ｇ
Ｎ
Ｔ
）
と
改

称
さ
れ
て
い
る
。
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
で
は
な
く
、
原
文
に

即
し
た
〈
訳
〉
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
る
。

し
い
英
語
で
訳
さ
れ
、
し
か
も
英
語
を
用
い
る
す
べ
て
の

人
に
理
解
で
き
る
訳
を
目
指
す
方
向
に
進
ん
で
き
た
。

あ
ら
ゆ
る
言
語
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
英
語
も
常
に

変
化
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
変
化
に
応
じ
て
Ｋ
Ｊ
Ｖ
も

改
訂
を
重
ね
て
い
る
。
内
容
的
に
も
、
一
九
世
紀
以
来
の

聖
書
学
、
翻
訳
学
の
進
歩
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
写
本

か
ら
の
知
識
な
ど
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、
性
差
別
語
に

対
す
る
配
慮
な
ど
、
社
会
的
認
識
の
深
ま
り
に
も
応
じ

て
常
に
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
学
問
的
な
注
や
文
化

背
景
に
つ
い
て
の
解
説
を
付
す
な
ど
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
姿
勢
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
教
派
を
超
え
た
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
協
力
も
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
英
語
聖
書
は
、
金
字
塔
的
存
在
で

あ
っ
た
Ｋ
Ｊ
Ｖ
の
良
い
部
分
を
保
ち
つ
つ
、
常
に
そ
の

時
代
の
人
々
の
礼
拝
と
信
仰
生
活
の
中
心
と
な
る
神
の

言
葉
の
媒
介
と
し
て
の
働
き
を
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と

は
、
日
本
語
の
訳
が
、
明
治
元
訳
（
一
八
八
七
年
）
以
来
、

日
本
語
自
体
の
変
化
や
聖
書
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
常

に
原
典
に
よ
り
近
く
、
主
の
御
言
葉
の
意
味
を
よ
り
正

し
く
伝
え
る
べ
く
改
訂
を
続
け
て
き
た
こ
と
や
、
新
共

同
訳
（
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ

ト
リ
ッ
ク
の
超
教
派
の
協
力
に
よ
る
聖
書
を
完
成
し
た

業
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
新
共
同
訳

に
続
く
新
た
な
翻
訳
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
日
本

に
お
い
て
、
か
つ
て
の
Ｋ
Ｊ
Ｖ
の
よ
う
な
、
大
き
な
働

き
を
な
す
聖
書
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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原初史における人間理解と
エコロジーの問題

樋口  進

関西学院大学教授

　

旧
約
聖
書
の
冒
頭
に
あ
る
創
世
記
一
─
一
一
章
は

「
原
初
史
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
物
語

と
い
う
形
で
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
深
い
思
想
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
神
、
人
間
、
世
界
、
罪

と
救
い
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
語

に
展
開
さ
れ
て
い
る
人
間
理
解
を
通
し
て
、
現
代
の

エ
コ
ロ
ジ
ー
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

創
造
物
語
に
お
け
る
人
間
観
に
関
し
て
、
Ｐ
の
記

事
（
一
章
）
と
Ｊ
の
記
事（

注
）（

二
章
）
と
で
は
大
き
く
違

う
。
Ｐ
の
記
事
で
は
、「
神
は
御
自
分
に
か
た
ど
っ

て
人
を
創
造
さ
れ
た
。
神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ

た
。
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
」
と
あ
る
（
一
・
二
七
）。

他
方
、
Ｊ
の
記
事
で
は
、「
主
な
る
神
は
、
土
（
ア
ダ

マ
）
の
塵
で
人
（
ア
ダ
ム
）
を
形
づ
く
り
、
そ
の
鼻
に

命
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
た
。
人
は
こ
う
し
て
生
き

る
者
と
な
っ
た
」
と
あ
る
（
二
・
七
）。

　

両
テ
キ
ス
ト
と
も
、
人
間
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
方
で
は
「
神
に
か
た
ど
っ
て
創
造
さ
れ
た
」

と
あ
り
、
他
方
で
は
「
土
の
塵
で
人
を
形
づ
く
り
」

と
あ
る
。「
神
の
像
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
、
古

来
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
非

常
に
尊
厳
あ
る
も
の
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
し
か
し
、「
土
の
塵
」
と
い
う
の
は
、

非
常
に
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
が
意
図
さ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
。

　

た
い
て
い
の
聖
書
で
同
じ
ペ
ー
ジ
に
な
る
で
あ
ろ

う
箇
所
に
、
人
間
に
関
す
る
異
な
っ
た
理
解
が
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
旧
約
聖
書
に
お
い
て
人
間
理
解
が

一
様
で
は
な
く
、
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
は
神
の
被
造

物
で
あ
り
な
が
ら
、
神
と
の
特
別
な
関
係
に
お
い
て

造
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
他
の
被
造
物
と
は
区
別
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
旧
約
聖
書
の
人
間
理
解
に

と
っ
て
基
本
的
で
あ
る
。
Ｐ
の
記
事
で
は
、
人
間
だ

け
が
「
神
に
か
た
ど
っ
て
」
創
造
さ
れ
て
い
る
し
、

Ｊ
の
記
事
で
は
、
人
間
だ
け
が
「
命
の
息
」
を
吹
き

入
れ
ら
れ
た
特
別
な
存
在
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
神
の
像
（
ラ
テ
ン
語
で
イ
マ
ゴ
・
デ
イ

と
言
う
）」
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
説
が
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
文
字
通

り
、
外
観
を
意
味
す
る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
特

に
二
本
足
で
立
つ
の
は
、
他
の
動
物
に
な
い
特
徴
で

あ
り
、
こ
れ
は
神
に
似
せ
て
造
ら
れ
た
か
ら
だ
、
と

言
わ
れ
た
。
ま
た
、
知
恵
を
意
味
す
る
、
と
も
言
わ

れ
た
。
人
間
は
他
の
動
物
よ
り
は
る
か
に
知
恵
に
優

れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
と
差
し
向
か
い
、
神
と
対
話

し
、
神
に
応
答
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

聖書セミナー 

ひぐち　すすむ

17

る
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
創
造
物

語
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
地
上
に
お
け
る
神
の

代
理
と
し
て
地
上
を
支
配
し
、
こ
れ
を
管
理
す
る
存

在
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

一
章
二
八
節
で
、「
産
め
よ
、
増
え
よ
、
地
に
満

ち
て
地
を
従
わ
せ
よ
。
海
の
魚
、
空
の
鳥
、
地
の
上

を
這
う
生
き
物
を
す
べ
て
支
配
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
地
の
支
配
」
に
関
し
て
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
の
関
連
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る

批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
は
、「
地

の
支
配
と
い
う
の
は
、
人
間
が
自
然
を
好
む
が
ま
ま

に
支
配
し
、
自
分
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
尽
く

し
、
そ
れ
の
主
人
か
つ
所
有
者
と
な
る
こ
と
を
容
認

さ
れ
た
と
理
解
し
、
自
然
を
破
壊
し
て
き
た
」
と

言
っ
て
非
難
し
た
（『
機
械
と
神
』
み
す
ず
書
房
）。
こ

れ
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
、
例
え
ば
ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
リ
ー
ト
ケ
は
生
態
学
的
釈
義
と
い
う
も

の
を
主
張
し
た
（『
生
態
学
的
破
局
と
キ
リ
ス
ト
教
』
新
教

出
版
社
）。
す
な
わ
ち
、
神
は
人
間
だ
け
を
特
別
に
創

造
し
た
の
で
は
な
く
、
自
然
を
す
べ
て
良
き
も
の
と

し
て
創
造
し
た
の
で
あ
っ
て
、
人
間
は
そ
の
良
き
自

然
を
保
護
・
管
理
す
る
責
任
が
あ
る
の
だ
、
と
言

う
。

　
「
地
を
従
わ
せ
よ
」
と
い
う
時
の
動
詞
（
カ
ー
バ

シ
ュ
）
は
、
旧
約
聖
書
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、

暴
力
的
な
抑
圧
や
支
配
を
意
味
す
る
時
に
使
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
生
き
物
を
支
配
せ
よ
」
と
い
う
時

の
動
詞
（
ラ
ー
ダ
ー
）
は
、
王
に
よ
る
支
配
の
時
に
使

わ
れ
て
い
る
。
た
だ
詩
編
七
二
編
八
節
で
は
、
羊
飼

い
と
し
て
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
理
想
的
な
王
の
支
配
が

言
わ
れ
て
お
り
、
リ
ー
ト
ケ
は
、
こ
こ
で
の
王
は
、

貧
し
い
人
、
乏
し
い
人
た
ち
を
世
話
す
る
、
養
う
と

い
う
の
が
本
来
の
働
き
な
の
だ
、
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、
創
世
記
二
章
一
五
節
（
Ｊ
の
記
事
）
で

「
人
が
そ
こ
を
耕
し
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
動
詞
（
ア
ー

バ
ド
）
は
、
む
し
ろ
「
仕
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
（
岩
波
訳
参
照
）。「
そ
こ
」
を
自
然
と
解
釈
す
る
な

ら
、
人
間
は
自
然
に
仕
え
、
そ
れ
を
守
る
と
い
う
、

ま
さ
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
務
め
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
ノ
ア
の
箱
舟
で
は
、
ノ
ア
（
人
間
の
代
表
）

は
動
物
の
命
を
守
り
、
食
べ
物
の
世
話
を
す
る
責
務

が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
創
六
・
一
九
─
二
一
）。
聖
書
の

他
の
箇
所
も
参
照
す
る
な
ら
（
ヨ
ブ
三
八
─
四
一
章
、

詩
一
〇
四
編
、
コ
ヘ
レ
ト
三
・
一
八
─
二
一
な
ど
）、
人
間

も
動
物
（
自
然
）
も
共
に
神
に
よ
っ
て
等
し
く
創
造

さ
れ
、
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
人
間
は
、
き
わ
め
て
良
き
も
の
と
し
て
造

ら
れ
た
自
然
を
保
護
・
管
理
す
る
務
め
が
あ
る
、
と

理
解
で
き
る
。

Human understanding and the ecology in the primeval history / Susumu Higuchi

※
本
編
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
〜
一
一
月
に
日
本
基
督
教
団
銀
座
教 

　
会 

東
京
福
音
会
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で
開
か
れ
た
「
第
22
回
秋
の 

　
聖
書
セ
ミ
ナ
ー 

旧
約
聖
書
入
門
シ
リ
ー
ズ 

創
世
記
」
の
講
義
内

　
容
を
も
と
に
、
本
誌
の
た
め
に
改
め
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
注
）

モ
ー
セ
五
書
の
資
料
仮
説
に
お
け
る
資
料
作
成
者
の
分
類
用
語
。
Ｐ

資
料
は
ド
イ
ツ
語
のPriester

（
祭
司
）、
Ｊ
資
料
はJahw

ist

（
ヤ
ハ

ウ
ィ
ス
ト
）
の
そ
れ
ぞ
れ
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
編
集
部
）

創
造
物
語
に
お
け
る
人
間
観

神
の
像
と
は

自
然
と
の
共
生
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だ
た
め
、
日
本
伝
道
の
志
も
生
じ
て
い
た
。
し
か

し
、
も
し
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
音
吉
と
出
会
わ
な
か
っ

た
と
し
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
力
強
い
文
章
に
よ

る
最
初
の
聖
書
の
翻
訳
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

　

幕
末
の
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
秋
、
船
長
重
右

衛
門
以
下
一
四
名
の
乗
っ
た
宝
順
丸
（
一
八
〇
ト
ン
）

は
、
米
、
織
物
、
調
味
料
な
ど
を
積
ん
で
江
戸
に

向
か
っ
て
尾
張
の
港
を
出
た
。
と
こ
ろ
が
波
が
荒

く
、
志
摩
港
（
今
の
三
重
県
）
で
待
機
す
る
こ
と
一

二
日
、
よ
う
や
く
出
発
し
た
も
の
の
、
遠
州
灘
あ

た
り
で
再
び
強
風
に
遭
遇
、
つ
い
に
船
は
マ
ス
ト

と
舵
を
失
い
、
荒
波
に
流
さ
れ
る
ま
ま
、
な
ん
と

一
四
カ
月
も
の
漂
流
状
態
が
つ
づ
い
た
。
長
期
に

わ
た
る
漂
流
後
、
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
大
陸
東
岸

　

ハ
ジ
マ
リ
ニ　

カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ゴ
ザ
ル　

コ
ノ 

　

カ
シ
コ
イ
モ
ノ　

ゴ
ク
ラ
ク
ト
モ
ニ
ゴ
ザ
ル 

　

コ
ノ
カ
シ
コ
イ
モ
ノ
ハ
ゴ
ク
ラ
ク

　

一
八
三
七
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ
た

最
初
の
日
本
語
訳
聖
書
『
約
翰
福
音
之
傳
』
の
冒

頭
の
言
葉
で
あ
る
。
何
度
口
に
し
て
も
実
に
素
朴

で
力
強
い
。
訳
文
は
稚
拙
だ
が
、
聖
書
の
日
本
語

訳
史
に
残
る
名
文
で
あ
る
。

　

訳
者
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最

初
の
中
国
伝
道
者
モ
リ
ソ
ン
の
影
響
を
受
け
、
中

国
伝
道
を
志
し
た
。
一
八
三
四
年
、
モ
リ
ソ
ン
の

死
去
に
と
も
な
い
、
翌
年
か
ら
マ
カ
オ
に
あ
っ
た

イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
の
中
国
語
通
訳
官
に
就
い
た
。

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
中
国
語
と
あ
わ
せ
日
本
語
も
学
ん

最
初
の
日
本
語
訳
に
協
力
し
た

音
吉
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
『
約
翰
福
音
之
傳
』

音
吉
と
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
と
の
出
会
い

音
吉
の
人
生
と
聖
書

聖
書
の
日
本
語
訳
へ
の

協
力
と
影
響

Human and the Bible “Otokichi and the Bible” / Norihisa Suzuki

24

に
協
力
す
る
。
こ
う
し
て
約
一
年
後
に
は
新
約
聖

書
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
と
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
が
完

成
す
る
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
一
八
三
七
年
は
じ
め
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

の
出
版
所
、
堅
夏
書
院
に
原
稿
を
送
り
、
同
年
五

月
に
は
『
約
翰
福
音
之
傳
』『
約
翰
上
中
下
書
』
と

し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

最
初
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
新
共
同
訳

で
は
「
初
め
に
言
が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ

た
。
言
は
神
で
あ
っ
た
」
で
あ
る
が
、
ギ
ュ
ツ
ラ

フ
訳
で
は
、
そ
の
「
言
」
は
「
カ
シ
コ
イ
モ
ノ
」、

「
神
」
は
「
ゴ
ク
ラ
ク
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
音
吉
ら
の
参
与
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
と
も
す
る
と
音
吉
ら
の
協
力
か
ら
、

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳
に
名
古
屋
弁
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
音
吉
の
出
身
地
で
あ
る
小
野

浦
（
現
在
の
愛
知
県
知
多
郡
美
浜
町
）
は
方
言
学
上
、

名
古
屋
弁
と
異
な
り
、
南
知
多
方
言
に
属
す
る
。

む
し
ろ
三
河
弁
に
近
い
。
そ
の
南
知
多
方
言
の
痕

跡
が
『
約
翰
福
音
之
傳
』
全
体
に
認
め
ら
れ
る
点

よ
り
推
し
て
、
音
吉
ら
の
協
力
は
明
ら
か
と
み
た

い
（
く
わ
し
く
は
拙
著
『
聖
書
の
日
本
語
訳
』
岩
波
書
店
参

照
）。

　

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
聖
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
ろ
、
音

吉
ら
は
送
還
の
た
め
モ
リ
ソ
ン
号
に
乗
船
し
、
日

本
に
向
か
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
故
国
日
本
を

眼
前
に
し
て
砲
撃
に
見
舞
わ
れ
、
上
陸
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
マ
カ
オ
へ
の
帰
還
後
、
船
員
、
商
人
、

通
訳
と
し
て
働
き
、
戦
争
に
従
軍
し
た
こ
と
も
あ

る
。
ま
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。
音
吉
自
身

は
帰
国
を
断
念
し
た
が
、
か
わ
っ
て
他
の
漂
流
日

本
人
の
異
郷
で
の
生
活
を
助
け
る
と
と
も
に
そ
の

帰
国
に
尽
力
、
聖
書
の
生
き
方
を
実
践
し
た
。
音

吉
の
献
身
に
は
、
参
戦
の
罪
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
遣
欧
使
節
の
一
員
、
福
澤
諭

吉
と
も
会
っ
て
い
る
。
一
八
六
七
年
、
同
地
で
没

し
た
。
そ
の
墓
地
は
し
ば
ら
く
不
明
だ
っ
た
が
、

最
近
、
国
立
墓
地
の
一
部
に
確
認
さ
れ
た
。
音
吉

の
出
身
地
、
愛
知
県
美
浜
町
に
は
日
本
聖
書
協
会

な
ど
に
よ
る
頌
徳
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

に
た
ど
り
着
く
。
そ
の
と
き
、
一
四
名
い
た
乗
員

中
の
生
存
者
は
、
わ
ず
か
に
音
吉
、
岩
吉
、
久
吉

の
三
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
音
吉
は
ま

だ
一
〇
代
の
少
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス

船
に
引
き
取
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
マ
カ
オ
に

送
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
商
務
庁
長
官
ロ
ビ
ン
ソ
ン

は
、
日
本
の
情
報
を
得
る
た
め
に
三
人
を
通
訳
官

の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
に
託
し
た
。
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
音
吉

ら
と
初
め
て
対
面
し
た
の
は
一
八
三
五
年
の
暮
れ

だ
っ
た
。

　

音
吉
ら
は
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
も
と
で
英
語
を
習
う

一
方
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
始
め
た
聖
書
の
日
本
語
訳

ギュツラフ訳
『約翰福音之傳』

通訳時代の音吉
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増
し
て
し
ま
う
始
末
で
し
た
。
雨
が
降
る
と
、

そ
れ
を
一
滴
も
残
さ
ず
に
で
き
る
だ
け
多
く

集
め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
需
要
の
方
が
上

回
り
、
長
く
は
も
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の

シ
ャ
ワ
ー
が
来
て
貯
水
桶
を
い
っ
ぱ
い
に
す

る
日
ま
で
、
じ
っ
と
我
慢
し
て
待
た
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
気
が
よ
く
な
る

と
、
た
く
さ
ん
の
魚
を
捕
ら
え
、
そ
れ
が
毎

日
の
食
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

漂
流
し
て
二
カ
月
後
の
こ
と
、
わ
た
し
ど

も
の
不
幸
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
壊

血
病
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
仲
間
が
皆
、
こ

の
恐
ろ
し
い
病
気
で
、
だ
ん
だ
ん
と
死
ん
で

間
碇
泊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
出
港
す
る
と
、

今
度
は
す
ご
い
強
風
が
起
こ
っ
て
、
舵
も
マ

ス
ト
も
流
さ
れ
、
命
を
助
け
る
た
め
に
積
荷

の
一
部
を
船
外
に
投
げ
捨
て
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
わ
た
し
ど
も
は
絶
望
し
、
風

に
吹
か
れ
る
ま
ま
、
一
四
カ
月
も
の
間
、
波

間
を
漂
流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
幸

な
こ
と
に
は
、
わ
た
し
ど
も
は
、
わ
ず
か
樽

五
杯
の
水
し
か
積
み
込
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
す
ぐ
に
使
い
き
り
、
恐

ろ
し
い
渇
き
に
苦
し
み
ま
し
た
。
酒
に
化
し

た
米
を
な
ん
ど
も
用
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
は
、
か
え
っ
て
渇
き
を

　

音
吉
と
出
会
っ
た
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
に
よ
る
最
初
の

報
告
は
、
そ
の
音
吉
ら
か
ら
直
接
聞
い
た
最
初
の

漂
流
記
録
で
も
あ
る
。
そ
の
全
訳
は
初
め
て
と
思

わ
れ
る
の
で
、
次
に
私
訳
を
掲
げ
て
お
く
。

一
八
三
六
年
三
月
二
八
日

ロ
ビ
ン
ソ
ン
閣
下

　

三
人
の
難
船
し
た
日
本
人
船
員
、
イ
ワ
キ

チ
、
キ
ュ
ウ
キ
チ
、
オ
ト
キ
チ
が
私
に
語
っ

た
漂
流
談
を
あ
り
の
ま
ま
貴
下
に
御
報
告
で

き
る
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

わ
た
し
ど
も
は
、
一
八
三
一
年
一
一
月
二

〇
日
、
ジ
ュ
ウ
エ
モ
ン
殿
を
船
長
と
す
る
一

八
〇
ト
ン
の
ホ
ウ
ヨ
ウ
丸
に
総
勢
一
四
人
で

乗
船
し
ま
し
た
。
船
に
は
、
尾
張
の
殿
様
か

ら
今
の
皇
帝
で
あ
る
天
保
の
天
下
様
に
お
届

け
す
る
毎
年
恒
例
の
贈
り
物
が
積
み
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
積
荷
は
米
、
板
材
、
畳
、
絹

や
綿
の
反
物
、
酢
、
酒
で
し
た
。

　

わ
た
し
ど
も
が
出
港
し
た
尾
張
の
尾
州
港

は
、
行
く
先
の
江
戸
か
ら
は
東
に
位
置
し
、

順
風
な
ら
二
日
以
内
の
航
海
で
済
ん
だ
で

し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
翌
日
、
か
な
り
強
い
風

に
遭
っ
た
た
め
、
志
州
港
に
入
り
、
一
二
日

Human and the Bible “Otokichi and the Bible” / Norihisa Suzuki
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春
に
な
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
帆
船
が
訪
れ
、

原
住
民
は
、
わ
た
し
ど
も
が
そ
の
船
に
引
き

取
ら
れ
る
の
を
認
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
わ
た
し
ど
も
は
毛
皮
工

場
に
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
約
四
カ
月
、

自
由
の
身
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
着
物
も

ほ
し
い
も
の
も
、
す
べ
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
イ
ー
グ
ル
号
に
乗
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に

送
ら
れ
ま
し
た
。
船
長
も
乗
組
員
も
、
わ
た

し
ど
も
を
た
い
へ
ん
厚
遇
し
て
く
れ
、
余
分

の
着
物
ま
で
く
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
は
、
一
〇
日
間
、
テ
ー
ム
ズ

川
に
浮
か
べ
た
船
上
で
過
ご
し
ま
し
た
。
出

港
前
に
丸
一
日
、
上
陸
が
許
さ
れ
、
ガ
イ
ド

つ
き
で
、
そ
の
大
都
市
を
見
物
し
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
パ
ー
カ
ー
号
に
乗
船
し
て
、

六
カ
月
の
航
海
を
へ
て
リ
ン
チ
ン
島
に
送
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
船
で
の
待
遇
は
悪
く
、
食

事
も
粗
末
で
し
た
。

　

以
上
が
彼
ら
自
身
の
説
明
し
た
話
で
す
。

私
は
三
カ
月
彼
ら
と
共
に
い
た
た
め
に
、
あ

る
程
度
、
彼
ら
の
性
格
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
か
ら
、
彼
ら
が
な
に
ひ
と
つ
間
違
っ

た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

敬
白　

ギ
ュ
ツ
ラ
フ

（
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
文
書
）

い
き
ま
し
た
。
足
が
は
れ
、
腹
は
、
ま
る
で

水
腫
病
の
者
の
よ
う
に
ふ
く
れ
、
四
肢
は
文

字
通
り
腐
っ
て
、
や
が
て
息
を
引
き
取
っ
て

い
き
ま
し
た
。
船
は
同
時
に
穴
が
あ
き
、
漂

流
し
続
け
る
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力
が
い

り
ま
し
た
。

　

身
を
さ
い
な
む
苦
し
い
生
活
が
長
く
続
い

て
、
仲
間
の
数
は
一
四
カ
月
後
に
は
三
人
に

へ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
つ
い

に
陸
地
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し

音吉の遺灰が納められた納骨堂
（シンガポールのイオチューカンにある日本人墓地内）

聖書和訳頌徳記念碑

て
岸
に
近
づ
こ
う
と
二
日
の
間
奮
闘
、
三
日
目

の
朝
、
岩
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
、
大
き

な
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て
船
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
た
り
に
浮
か
ん
で

い
る
板
に
す
が
っ
て
岸
に
着
く
に
は
着
い
た

が
、
難
破
船
の
破
片
を
集
め
に
来
て
い
た
原
住

民
に
と
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
わ
た
し
ど

も
の
着
物
を
全
部
剥
ぎ
取
り
ま
し
た
。
と
て
も

冷
た
い
天
気
の
な
か
、
わ
た
し
ど
も
の
身
に
ま

と
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ば
、
わ
ず
か
一
切
れ

の
ボ
ロ
布
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
も
一
部
の
親
切

な
原
住
民
が
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
わ
た
し
ど

も
は
、
岸
か
ら
お
よ
そ
五
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た

原
住
民
部
落
に
連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
一
四
軒
の
丸
太
の
棟
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
〇
人
ぐ
ら
い
住
ん
で
い
ま
し
た
。

寒
さ
が
厳
し
く
、
雪
が
屋
根
か
ら
吹
き
込
む
と

こ
ろ
で
、
わ
た
し
ど
も
は
数
カ
月
の
間
、
悲
惨

な
生
活
を
送
っ
た
の
で
す
。
毎
日
の
食
事
は
、

魚
の
干
物
で
、
そ
れ
を
熱
し
た
ス
ト
ー
ブ
で
焼

き
、
歯
で
バ
ラ
バ
ラ
に
引
き
裂
い
て
食
べ
ま
し

た
。
原
住
民
た
ち
は
、
わ
た
し
ど
も
に
対
し
て

は
冷
酷
で
、
と
も
す
れ
ば
殺
す
ぞ
と
お
ど
し
ま

し
た
。
あ
る
と
き
、
彼
ら
の
魔
手
か
ら
逃
亡
を

は
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
連
れ
戻
さ
れ
て
彼

ら
の
勝
利
に
帰
し
ま
し
た
。
わ
た
し
ど
も
の
寝

床
は
、
い
つ
も
燃
え
て
い
る
火
の
ま
わ
り
の
、

む
き
だ
し
の
土
の
上
で
し
た
。

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
に
よ
る

音
吉
ら
の
漂
流
報
告



新翻訳
ニュース

2011年11月に、第3回旧約部会と第4回検討委員会が開かれました。実際の翻訳が前進し、
さまざまな訳語を検討する必要が出てきたため、旧約部会では「献げ物」などの祭儀用語、
検討委員会では差別用語などについて話し合われました。2012年3月には、新約、旧約、
日本語部会、そして検討委員会が開かれます。翻訳事業は多くの方々のご理解、ご支援
を必要としますので、外に向けて発信する企画もあります。2012年は、1月の佐藤優氏に
よる「新共同訳が果たしてきた社会的役割」と題する、聖書セミナーの一環としてのご
講演に続き、春の聖書セミナーでは、土戸清、加藤常昭、木田献一、高柳俊一の諸先生
方より「委員会訳と個人訳」というテーマでお話をいただきます。また7月には、第3回
目となる国際聖書フォーラムを開催し、4人の著名な聖書学者をお招きする予定です。

テーマ「聖書  委員会訳と個人訳」　　会場：教文館9階ウェンライトホール　定員：60名（有料）

 JBS Information

J B S 情 報

マンガ聖書
『新約聖書Ⅰ  救世主（メシア）

～人類を救いし者～』
がiPhoneで読める！

毎日の生活の中で聖書をより身近に
パソコンでスマートフォンで、デスクでも車中でも、読みたいときに御言葉を…。
日本聖書協会はさまざまなソフトウェアへの聖書の使用を許諾しています。

△…部分

日時：		2012年4月20日（金） 
午後6時半～8時半

会場：	有楽町朝日ホール
 （無料）
出演：	沢知恵さん
 （歌手《うたとピアノ》）

日時：	2012年4月28日（土） 
 午後1時半～3時半
会場：	毎日新聞オーバルホール
 （無料）
出演：	上原令子さん
 （シンガーソングライター）

日時：	2012年5月19日（土） 
 午後1時半～3時半

会場：	大塚国際美術館
　　　  システィーナ・ホール
 （チケット500円（美術館入 
 場料込み）・要事前購入）
出演：	ジョン・チャヌさん 
 （ヴァイオリニスト）

◎第1回  6月2日（土）
「聖書  新約聖書学の立場から」
 講師：土戸清氏
（日本基督教団大森めぐみ教会牧師　前日本新約学会会長）

◎第2回  6月16日（土）
「聖書  礼拝での使用」
 講師：加藤常昭氏
（日本基督教団隠退教師　説教塾主宰）

◎第3回  6月30日（土）
「新共同訳聖書を翻訳して」
 講師：木田献一氏
（前山梨英和学院院長　新共同訳聖書翻訳者・編集実務委員）

◎第4回  7月14日（土）
「聖書  ミサでの使用」
 講師：高柳俊一氏
（カトリック司祭　上智大学名誉教授　エキュメニズム委員）

東京 大阪 徳島

2 0 1 2 年  春 の 聖 書 セ ミ ナ ーイ ベ ン ト の ご 案 内  1

聖 書 と 音 楽 の 出 会 いイ ベ ン ト の ご 案 内  2

日本聖書協会では次世代に向け、新しい聖書翻訳に取り組んでいます。
進捗状況は随時お知らせしてまいりますので、どうぞお祈りに覚えてください。

時間等は変更になることもありますので、詳しくは広報部（TEL03-3567-1988　メール：info@bible.or.jp）へお問い合わせくださるか、
ホームページ（http://www.bible.or.jp/）の「イベントのお知らせ」をご覧ください。イベントごとにお申し込みが必要となります。

上記の他、東日本大震災被災地応援コンサートも計画中です。

大好評発売中のみんなの聖書マンガシリーズが、
iPhone、iPad、iPod touchの
アプリとして登場いたしました。
パソコンまたはiPhoneで、iTunesの中の
App Storeから無料のサンプルを
ダウンロードしてお試しください。

名称 聖書の種類 対応ソフト、機器等 定価（￥） 発売元 文字 音声
Ｊ-ばいぶる2008（1st） 新共同訳／口語訳 Windows 10,290 いのちのことば社 ○

Ｊ-ばいぶるGREEK（2nd） ギリシア語新約聖書
（UBS4.0） Windows 15,750 いのちのことば社 ○

Ｊ-ばいぶるHEBREW（3rd） ヘブル語旧約聖書
（BHS修正第四版） Windows 20,790 いのちのことば社 ○

Ｊ-ばいぶるSEPTUAGINTA ギリシア語旧約聖書
（SEPTUAGINTA by Rahlfs）Windows 10,500 いのちのことば社 ○

A-Bible　基本セット 口語訳 Windows, Mac 4,900 A-Bible Software ○
A-Bible　日本語アドオン 新共同訳／口語訳 Windows, Mac 2,000 A-Bible Software ○
Bible Works 9 口語訳 Windows 42,000 ミルトス（日本ディーラー） ○
モビリス聖書　新共同訳 新共同訳 iPhone, iPod touch 3,000 App Store ○
Visual Bible 21
for スマートフォン

新共同訳／口語訳　　
※他訳多数

Android 1,180 ～ Android Market ○

Visual Bible 21
for Windows

新共同訳／口語訳／ KJV
／ TEV Windows 6,090 ～ アイトレス ○

新版  こんなときにバイブル 新共同訳 Windows 2,800 メイクソフト西山 ○ △

ebi.BookReader 新共同訳　新約聖書 Windows, Mac, iPhone, iPad, 
iPod touch, WindowsPhone 前後各525 eBookJapan ○

三省堂オーディオブック　
聞く聖書 新共同訳　19巻 Windows, Mac, iPhone, 

iPod touch, iPod 600 ～ 735 iTunes Store, ラジオデイ
ズ、FeBe ○

J-netばいぶる 新共同訳 Windows 1,050 ArkVillage TMC ○
デイジー版聖書 新共同訳 デイジー版書籍再生専用機 7,000 日本点字図書館 ○

お手元のiTunesから ▶ iTunesの中のApp Storeより
「聖書」で検索してください

マンガ聖書iPhoneアプリ

聖書ソフトウェア現在発売中のもの

上原令子

沢 知恵
ジョン・
チャヌ
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編
集
後
記

Become a member and support the Bible Work

すでに会員の方は、お友達にお勧めください。
日本聖書協会 後援会にご入会ください！
聖書は、キリストを信じる者に永遠の命を約束する「命の糧」です。この「命の糧」である聖書を届ける活動は、
教会にとって欠くことができない働きであり、「すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい」（マルコ16:15）と
いうみ教えによって、すべてのクリスチャンが主イエス・キリストから期待されている使命です。日本聖書協会の
130余年にわたる聖書頒布の働きも、多くの方々のお祈りとご献金によって支えられてまいりました。日本にも、世
界にも、いまだ聖書から遠ざけられている多くの人々がいることをぜひ覚えてお祈りください。そして、これからも
聖書をお届けする働きを継続していくため、後援会員としてご支援くださいますようにお願い申し上げます。

★年会費は下記の 5 種類からお選びいただけます。

http://www.bible.or.jp/collection/col07.html

A： 1,000 円 　　  B： 3,000 円 　　  C： 5,000 円　 　  D： 10,000 円 　　  E： 50,000 円
後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。

ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。

お捧げいただく年会費によって、以下のプログラムが支えられています。  ご入会いただいた方に
は、会員証と会員バッジ
を進呈し、年 4 回発行の
ニュースレター「からし
種」をお届けして、日本
聖書協会の働きを詳しく
ご報告いたします。

（女性用）
会員バッジ

（男性用）

世界中のすべての人がみことばに触れることができますように！

●海外聖書製作
貧困や災害、政情不安によって、聖書を製作することが難しい
国々の聖書協会に対して、聖書贈呈や資金援助を行っています。

●手話訳聖書製作支援
生まれつき耳の不自由な方々に、日
常慣れ親しんでいる言葉である「手
話」で聖書を読んでいただけるよう、

「手話訳聖書」DVDの製作を資金面
で支えています。

●点字聖書製作
点字聖書1冊（旧・新約聖書34冊、続編6 冊が必要）の製作費は1,600円ほどで
すが、製作費をご献金でまかなうことにより、1冊100円、全巻でも4,000円での
頒布を実現しています。

後援会が
支える
3つの
プログラム

17  Library’s Treasure

37 聖書図書館蔵書シリーズ 

カヴァーデイル訳聖書 
1535年 

（ファクシミリ版 1975 年）
縦：34cm　横：21cm

　ケンブリッジで学び、アウグスティヌス修道会
の修道士（1528まで）で、後に主教となったマイル
ス・カヴァーデイル（1488-1569）は、ティンダル
の後を継いで英語聖書の翻訳をした。
　翻訳はおもにドイツ語やラテン語からなされ
た。章ごとの要旨や欄外注を入れた最初の聖書で
ある。また、アポクリファ（旧約聖書外典）を一つ
にまとめ、旧約聖書と新約聖書の間に配置した。
　詩編はラテン語からの重訳であるが、1662年
の英国国教会祈禱書に入れられたほど優れた訳で
ある。
　1535年に国外で印刷出版され、イングランド
に輸入された。第2版は1537年に英国で印刷され、
ヘンリー8世への献辞が加えられている。
　英語で出版された最初の全巻聖書である。

日本聖書協会 後援会にご入会ください！
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一
二
年
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冬
は
、
長
く
厳
し
い
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さ
が

日
本
列
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を
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い
ま
し
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。
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か
が
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過
ご
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で
す
か
。
季
節
は
移
り
、
新
し
い
芽
生
え
の
時

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
「
英
語
聖
書
の
歴
史
」
を
特
集
い
た

し
ま
し
た
。
新
し
い
日
本
語
聖
書
の
翻
訳
作
業

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
皆
様
に
覚
え
て
お
祈
り

に
加
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
後
も
折
に
触

れ
聖
書
翻
訳
に
焦
点
を
当
て
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
日
本
聖
書
協
会
の
活
動
と
し
ま
し
て
も
、

聖
書
に
関
す
る
様
々
な
学
び
の
機
会
を
ご
用
意

し
ま
す
。今
年
は
七
月
五
日（
木
）、六
日（
金
）

に「
聖
書
を
識し

る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、二
〇
〇
七

年
以
来
五
年
ぶ
り
に
「
国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
か
ら
ペ
ト
ラ
・

フ
ォ
ン
・
ゲ
ミ
ュ
ン
デ
ン
博
士
（
ア
ウ
グ
ス
ブ

ル
ク
大
学
教
授
）、
Ｗ
・
Ｈ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
博
士

（
ボ
ン
大
学
名
誉
教
授
）、
英
国
か
ら
レ
ス
タ
ー
・

Ｌ
・
グ
レ
イ
ビ
ー
博
士
（
ハ
ル
大
学
名
誉
教
授
）、

国
内
か
ら
田
川
建
三
博
士
（
元
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
大
学
客
員
教
授
）
を
お
招
き
す
る
予
定
で
す
。

会
場
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ　

ザ
・
メ
イ

ン
Ｂ
１
で
す
。
受
講
料
や
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法

の
詳
細
は
追
っ
て
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

この印刷物は適切に管理され
た森林で生産された木材を原
料に含む「FSCTM認証紙」を
使用しています。


